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図書をふれあいセンターへ寄贈！ 
 沼畑区 菅原区長より図書を１５９冊寄贈頂きました。 
子どもたちの学習と絵手紙教室が活発に活動していることから役立て 
欲しいとのことです。  是非 ご活用ください。 
 ・日本の歴史    ・世界の植物       ・日本の民話 
 ・現代日本画集   ・ﾗｲﾌﾈｰﾁｭｱﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ  ・柳田國男全集   ・他 
  菅原区長ありがとう御座いました。 

地域づくり策定委員会を開催！ 
 １月１５日 各行政区区長と事務局の１０名が参加して、地域づくり計画策定会議を開催致しました。  これまで 
アンケートやワークショップ等で皆様の意見や提案のまとめを行いました。 これらの結果をもとに地域づくり案を 
作成し最終審議会で判断頂くことになりました。  ワークショップにご参加頂いた方そして、今後各行政区より選出 
の３名の方により、５ケ年計画を決定致します。  個別の案内状は発行致しませんが次の通り実施致しますので 
ご参加ください。  ・日時 ２月７日（金）  午後７時～   ・場所 浅水ふれあいセンター研修室 
 ・議題 浅水地区地域づくり計画策定会議  

そば打ち教室（中級）を開催！ 
１月１６日 受講者５名の参加で、講師の吉鷹公久先生により、本年
度１０回のそば打ち（中級）を開催致しました。  初めに吉鷹先生か
らは、最初に比べれば、数段上達しているが、自己流に作業を進め
ているところがあるので、分からないところがあれば質問をしていただ
き、初心にもう一度戻り、作業を行ってほしいとのことでした。 

自然体験交流事業を開催！ 
１月１８～１月１９日で自然体験交流事業「シンドバットの冒険と 
友だちづくり交流会」開催致しました。４年～６年の児童３３名と 
ジュニアリーダー２名と引率者７名の総勢４２名により行い、怪我 
等もなく開催出来ました。  秋田県横手市は４０年ぶりの大雪で 
特別災害警報が発令されて、ものすごい積雪を体験する事が 
できました。１日目は初めに、横手市の“こうじ庵”での横手やき 
そば体験と“かまくら館”の見学を交代で行いました。横手やき 
そば体験の講師は、今年も横手やきそば暖簾会のみなさんに 
来ていただき、手順等の実演を見せていただいた後、全員が一人前 
づつ体験し試食しました。かまくら館では、高さ２ｍ以上ありそう本物のかまくらに入る 
ことができました。 試食の後は、美術館に移動し増田小学校児童とのそりすべり 
リレーや雪合戦を通して交流を深めることができました。また、美術館内の見学も 
させていただきました。 ２日目は、時折雪が降っている状況でしたが、天下森スキー場 
にてスキー体験を行い、スキースクールのインストラクターより丁寧な指導 
を受け全員が上達することができました。 ５年～６年は全員がリフトに 
乗り上から降りてきました。 ４年生は１部がリフトに乗りましたが、他は止 
まる・曲がる基本を全員がマスターし滑れるようになりました。今年の横手市 
の雪の量は、例年の３倍ということもあり、参加者児童にとっては、浅水で 
体験することができない貴重な体験をすることができました。  
 又、横手市の増田町の児童と雪合戦やそりすべりを行い、友達となり翌日 
スキー場で楽しく話しており、本当意味での交流事業となりました。  
    ４・５年生は全員来年も参加したいと言ってました。 
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１月 ２８日（火）  子育て教室 

２９日（水）  絵手紙教室 

３１日（金）  移動研修 とうほく「蘭展」 

そば打ち教室（初級）を開催！ 
１月２１日 受講者７名の参加で、講師の吉鷹公久先生により、本年度 
１０回のそば打ち（初級）を開催致しました。 講師先生からは、この時期 
、そば打ち作業をゆっくり行っていると、水回しの間にも、室内が乾燥して、
水分が蒸発するので、素早く行い、加水する際、そば粉の色の変化を見
逃さないようにすることを重点に作業してくださいとのことでした。  
又、そば粉の配分率とぬるま湯を使う事で対応しておりました。 

羽生結弦 ふ・る・さ・と応援ご協力の御礼について 
昨年１２月１７日に羽生結弦 ふ・る・さ・と応援団を立ち上げて１ヶ月が経過致し 
ました。 支援の署名は１月２１日で締切りました。 浅水地区の皆様をはじめとして 
登米市内の方々、米谷工業高校の元同僚・同窓会の方々、浅水出身で会社経営 
をしている仙台在住の方々等多くの方から、応援の署名と支援金を頂きました。 

 当初の予想を大幅に超え、支援者 1,757名 支援金￥909,500円の 
ご協力を頂きました。 皆様方のご協力に厚く感謝申し上げます。 
早速、１月２３日 羽生結弦さんのお父さん「羽生秀利さん」に浅水ふれあいセンター 
にお出で頂き、署名名簿とお金をお渡しいたしました。 お父さんは大変 
驚かれて感謝・感激しておりました。 現在 羽生結弦さんはカナダで最終 
調整中で体調も良く、２月２日に現地ソチ入りするとのお話でした。 
 地域皆の思いは羽生結弦さんに伝えるとのことです。  尚 お渡しした 
署名名簿の写しは浅水ふれあいセンターにて保管してあります。 
  この度のご支援ご協力誠にありがとうございました。 
      羽生結弦 ふ・る・さ・と応援団  副団長 小野寺 蔦  

新春懇談会を開催！  １月２５日に浅水コミュニティ運営協議会 役員・委員による新春 
懇談会は３２名が参加して開催されました。 大内会長の年頭の 
あいさつ、登米市布施市長からは市政の状況を細部にわたり説明が 
ありました。 特に平成２６年度中に登米市内全てのコミュニュティ組織 
が地域づくり計画策定が終了する予定で、平成２７年度から、色々な 
助成金を廃止して、地域コミュニティに一括交付して地域が縛りが少なく 
地域づくりの為に活用して頂く様にするとの事です。 これは老人会 
を例に取ると、使う目的等が厳しく、申請等も大変で老人会をやめる所 
が多くなっておりますが、地域で活動する団体は面倒な申請等なく活動 
が出来る事になります期待してください。又 登米市でも事務の簡素が 
出来るとの事です。 更に市長は最後まで付き合って頂き、皆さんから 
要望等の耳を傾け、これからの市政へ反映させる意気込みで居りました。  参加の皆さん和気藹々で新春の 
   懇談会を終了できました。  来賓は布施孝尚様 及川長太郎様 高橋充様（中田支所長）の３名でした。 
 

 羽生結弦のお父さん「羽生秀利さん  

春日団長より「羽生秀利さん」に署名名簿とお金のお渡し式 

川面区 健康づくり講座を開催！ 
 １月２６日 川面区は登米市協働のまちづくり事業の助成金による健康づくり 
講座は６０名が参加して開催されました。 講師は仙台市ラジオ体操連盟事務局 
長・理事長の山崎道隆先生により行われ、巻区千葉区長 浅水ふれあいセンター 
職員や小学生も加わり行われました。 ラジオ体操の基本を教わることで本当に 
健康に良いことがあらためて認識させられました。  
  大事なことは続けることですとの事です。 

２月 

 ６日（木）  女性講座 

 ７日（金）  地域づくり策定会議 

 ８日（土）  子ども クッキング教室 

 ８日（土）   図上訓練 

１２日（水）  絵手紙教室 

１３日（木）  自主防災会議 

１８日（火）  そば打ち教室 初級 

２０日（木）  そば打ち教室 中級 

２５日（火）  子育て教室 

２６日（水）  絵手紙教室 

 

２月 

１日（土）  ニュースポーツ大会 

５日（水）  男の料理教室 
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